問題番号：A-55
質問内容；後腹膜臓器への腹腔鏡の適応はあるのか。

　　　　　妊婦に対して気腹は危険では？

問題：33歳初妊婦、34週。右側腹部疝痛と肉眼的血尿。意識清明、慎重163cm、体重66kg。脈拍96/分、整。血圧130/70．尿潜血3＋。血液所見；赤血球377万、Hb10.2g/dl、Ht33%、白血球10200、血小板23万、血液生化学所見；尿素窒素32mg/dl、クレアチニン1.2mg/dl、尿酸4.5mg/dl、腹部超音波検査で右水腎症、腹部単純CTで右尿管下部に3mmの結石を伴う石灰化。対応として適切なのは？

A 輸液

B　尿管ステント留置

C　腹腔鏡下尿管切石

D　インドメタシン坐薬

E　体外衝撃波結石破砕術

疾患名：尿管結石
診療科：産婦人科
解答：

A　結石の排出を促す

B　結石の排出をスムーズにするために行うようです

Ｃ　妊婦という点での安全性は大丈夫らしいですが、ＡＢが無効な際になると思います。

ＤＥ　妊婦には禁忌。
解答ではＡＣとしましたが、侵襲性の高さ、結石の小ささからＡＢに訂正します。本患者は妊娠中ということもあるので、ＡＢにて排出を促して、効果が見られない場合にはＣへの移行も考えられるため、Ｃの可能性も否定できないと思われます。Ｃに関しては、後腹膜臓器への適応はあるようです。妊婦に関してはしらべきれませんでした。
【参考文献・記載ページ】
・http://www.city-nakatsu.jp/hospital/digest1/digest200712/03

・腹腔鏡下腎尿管全摘出術
